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表題はゴシック12ポイント・非太字
氏名は明朝体10ポイント

所属＆英文は明朝体非太字9ポイント

中点「・」で区切る

中点「・」で区切る　()閉じ

所属が異なる場合は
氏名右肩に＊、
所属左肩に＊つける
大きさに注意

4名以上の場合はカッ
コつき番号　肩付き
文字で　1)等

英文は先頭文字、固
有名詞のみ大文字

中点「・」で区切る　()閉じ所属は各単語先頭を大文字に

氏名どちらかが1文字
の場合は1文字開けるｖ ｖ

名（先頭のみ大文字）、性（全部大文字）
の順

左右の行の先頭の高さを
合わせる

項目は９ポイントゴシック全角、番号にピリオドつけない

1行空ける＞

1行空ける＞

1行空ける＞

1行空ける＞

1行空ける＞ 

西暦で統一

単位は半角
（m、%、kgなど）

「。」「、」
の使用

「.」「,」
は不可

本文中の数字は半角にする

英文氏名は「,」と「and」で区切る

ピリオド不要

游明朝体はうすいので、
印刷原稿としては不適 見本

各項目ともセンタリング

所属名は略さない

見出しは文字間空けない

1行文字数は左右とも23～24字

1ページ行数は原則56行だが、多少の増減はかまわない。
（例えば、見出しが最下行に孤立しないようにする場合など）

本文は９ポイント明朝



４ まとめ 
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表１ 〇〇〇〇〇の成分

菫 オニモノ そうたろ 帰洛 Ohtaka

体重(kg) 165 286 293 290 292

温度(℃) 107 124 131 111 258

水分(%) 429 331 197 188 309

高さ(cm) 226 146 80 191 263

CL能(cpm) 119 143 165 286 360

1行空ける＞
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↑番号以外の先頭文字をそろえる

和文、英文を問わず、ABC順で並べる

様式は執筆要領を参考に

コンマ、ピリオドの間違いが多い

エクセルで作製し、図として貼り
付けると簡単
その際、セルの背景を白にすると
余分な罫線が消える

縦線は使わない。
一番上の横線のみ太線。

タイトルはの表の左上に位置

タイトルは図の下に位置
センタリングする

文字、数字は明朝体９ポイントが原則

製本時は白黒印刷になるので、
カラーでの作図は避けた方が良い
（写真も同様）

図表をたくさん載せて混み合うことを避ける

見出しがページの一番下にこないようにする

棒グラフに影をつけて区別する場合は、
はっきり区別のつくパターンを使う
また、凡例を大きくして分かりやすいようにする

表中の引用文字が小さくて読めないケースが
多々ある

図表はできるだけ2ページ目にまとめて配置する

図表番号はゴシック全角９ポイント、ピリオド付けない。タイトルは明朝体９ポイント

図表中の文字、数字も明朝体で原則９ポイント

図１　○○数の推移
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